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（１）府内全域のリハビリテーションの推進
①先進的なリハビリテーションの提供

取組項目 効果

• 急性期から維持・生活期まで切れ目ない
治療・リハビリテーションの提供

• 内科系診療科の充実

• 対応可能な疾患の拡大

• 府立医科大学等との連携 • 在宅生活や就労に向けたリハビリテー
ション等、先進的なリハビリテーションの
提供が可能となるような環境整備

• 高次脳機能障害外来に加えて新たな高度
専門外来の開設

• 広域的な患者の誘引を促進

• 補装具製作やスポーツへの医科学的
サポートを実施

• スポーツの導入
• 地域移行に向けた医療・福祉・介護の

トータルサポート循環体制の構築

• 早期の地域移行の準備の実現
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取組項目 効果

• リハビリテーション支援拠点において医師、看護
師、理学療法士等の各領域の卒後教育機能の
一部を実施

• 医療機関や介護施設、福祉施設にお
いて個別に行われる卒後教育を支援
し、地域全体のリハビリテーション人材
の質向上

• 他職種の領域の学習や早い段階からの多職種
間連携を実施

• 医療、介護及び福祉がシームレスに
動けるよう実践

（１）府内全域のリハビリテーションの推進
②リハビリテーション人材の育成
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取組項目 効果

• 先進的なリハビリテーション環境の整備に伴う
関連施設への好事例の情報提供

• デジタル技術の活用事例に関する情報収集
や先進的な活用事例の調査、府内関係施設
との情報共有

• 高度専門外来の設置や人材育成

• 府内全域の連携機能の向上
• 府域全体のリハビリテーション機能の
向上

• 市町村や地域包括支援センターと連携し、
介護予防体操等にリハビリ専門職の参加を
促進

• 市町村の介護予防事業への支援を
強化

③府内リハビリテーション提供施設への支援、市町村の介護
予防事業への支援
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取組項目 効果

入所者対応
の充実

• 入所施設の個室化 • 感染対策やプライバシーの保護、
たんの吸引等の医療的ケア等の
多様なニーズへの対応

• AI、ロボット等の先進技術やノウハウ
の取り入れ

• 質の高い障害福祉サービスの提供
• 介護職員の負担軽減

• 入所者や入院患者に対するスポー
ツとリハビリテーションの提供

• 身体機能の維持・向上

（２）高齢者・障害者等施設機能の強化
①障害者施設機能の強化
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取組項目 効果

入所者の
地域移行、
社会復帰・
社会参加
の促進

• 先進技術を導入した介護体制の
構築

• 附属リハビリテーション病院と入所
施設の連携によるリハビリテーション
の提供

• 企業や福祉関係者等と連携した地
域移行・定着に向けた支援、就労
支援の充実

• 利用者の地域への移行を促進
• 利用者が住み慣れた地域での
安心した暮らしの提供

• 様々な種目に対応できるよう施設
機能を強化

• 陶芸等芸術活動ができる場の提供

• パラスポーツの拠点としての役割
• パラスポーツの裾野拡大
• 利用者の社会参加の機会の増加

（２）高齢者・障害者等施設機能の強化
①障害者施設機能の強化
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取組項目 効果

入所者対応
の充実

• バリアフリー化や個室割合の向上
• ICT、ロボットの導入
• 入所者や入院患者に対するス
ポーツとリハビリテーションの提供

• 入所者の生活環境の向上
• 職員の介護負担軽減
• 身体機能の維持・向上

• ワンストップで緊急入所等を受け
入れる体制の確立

• 各市町村担当職員等の関係機
関との連携強化

• 生活上の課題を抱える方の居場
所としての役割を強化

• 一時入所対象者への支援充実

• 地域の病院の精神科との連携を
強化

• 身体機能が低下している入所者
への通院について、リハビリ専門
職とサポート

• 円滑な施設への入所、病院への
緊急入院等の実現

• より円滑な通院の実現

（２）高齢者・障害者等施設機能の強化
②高齢者・生活困窮者等施設機能の強化
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取組項目 効果

入所者の
地域移行、
社会復帰・
社会参加の
促進

• リハビリテーション提供施設との
連携・リハビリ専門職との連携
拡大

• 入所者の在宅復帰・自立支援・
社会参加を促進

• 居宅生活訓練事業等、疑似
就労、生活訓練等を通した入
所者の段階的な地域移行の
推進

• 「循環型セーフティネット機能」の
発揮

• 在宅の生活環境整備の相談
機能の推進

• 段階を踏んだ自立が可能

（２）高齢者・障害者等施設機能の強化
②高齢者・生活困窮者等施設機能の強化

１．基本構想の概要 (拠点整備の基本方針と整備すべき機能の方向性)

7

取組項目 効果

府域全体の
施設機能の
向上への貢献

• 困難事例も対応し、関連施設への
事例共有

• 入所者の処遇改善事例、地域移
行に関する先進的な取組事例等を
府内関係施設と共有

• 福祉用具・住宅改修に関する普及
および活用促進、相談援助、人材
育成等の取組実施

• 府内全域に効果を還元
• 府内全域の施設機能の向上
• 退院患者、施設退所者の在宅
生活を支援

（２）高齢者・障害者等施設機能の強化
③府域全体の施設機能の向上への貢献
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